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社
団
法
人
全
国
木
材
組
合
連
合
会

年
　
頭
　
の
　
ご
　
挨
　
拶

　
　
　
全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
方
に
は
、
本
会
の
運
営
に
格

別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
来
の
わ
が
国
の
経
済
は
、

世
界
的
な
金
融
危
機
な
ど
の
影
響
を
受

け
て
景
気
後
退
が
加
速
す
る
な
ど
深
刻

度
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
木
材
需
要

の
太
宗
を
占
め
る
住
宅
の
着
工
戸
数
に

つ
き
ま
し
て
は
、
一
昨
年
の
改
正
建
築

基
準
法
等
の
影
響
は
薄
ま
っ
て
き
た
も

ー
ボ
ン
ス
ト
ッ
ク
減
税
の
検
討
、
温
暖

化
対
策
に
関
連
し
て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

を
利
用
し
た
場
合
も
含
め
た
排
出
権
取

引
の
試
行
の
開
始
、
木
材
を
利
用
し
た

製
品
・
商
品
に
炭
素
排
出
量
の
表
示

「
見
え
る
化
」
運
動
の
検
討
の
開
始
な

ど
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

動
き
等
を
踏
ま
え
て
、
木
材
利
用
の
拡

大
を
よ
り
現
実
の
も
の
に
し
て
い
く
新

た
な
取
組
の
展
開
を
行
政
機
関
や
関
連

業
界
、
ユ
ー
ザ
ー
等
と
の
連
携
を
よ
り

深
め
つ
つ
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
「
消
費
者
・
需
要
者
重
視
の
木
材
供

給
・
加
工
体
制
の
整
備
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
品
質
性
能
、
木
材
産
地
な
ど
を

明
確
に
し
た
製
品
、
合
法
性
の
証
明
さ

れ
た
木
材
製
品
、
中
で
も
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
、

乾
燥
材
を
安
定
的
に
し
っ
か
り
と
供
給

を
し
て
い
く
体
制
を
き
ち
ん
と
整
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

北
洋
材
等
木
材
輸
入
環
境
の
変
化
や
消

費
者
の
国
産
材
志
向
の
高
ま
り
を
踏
ま

え
て
関
係
者
の
連
携
も
含
め
て
そ
の
対

応
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
違
法
伐
採
に
対
す
る
取
組
み
は
、
こ

の
三
年
間
で
認
定
団
体
、
認
定
事
業
者

等
々
の
整
備
が
進
み
、
こ
れ
か
ら
は
新

た
な
段
階
の
取
組
み
、
す
な
わ
ち
マ
ー

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ

て
、
よ
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
旧
年
中
は
格
別
の
ご
協

力
、
ご
指
導
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
経
済
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
は

米
国
発
の
金
融
危
機
に
端
を
発
し
た
世

界
の
金
融
市
場
の
混
乱
が
実
体
経
済
に

ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
、
世
界
的
な

規
模
で
の
景
気
後
退
が
強
ま
っ
て
お
り

ま
す
。
日
本
経
済
に
お
き
ま
し
て
も
、

世
界
経
済
の
減
速
に
伴
い
景
気
後
退
局

面
に
入
っ
て
お
り
、
今
後
、
下
降
局
面

が
長
期
化
・
深
刻
化
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
に

あ
っ
て
、
木
材
産
業
に
お
き
ま
し
て
は
、

改
正
建
築
基
準
法
施
行
等
に
伴
う
新
設

住
宅
着
工
戸
数
の
大
幅
減
少
が
漸
く
落

着
き
を
見
せ
は
じ
め
た
に
も
か
か
ら
ず
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
と
な
り
、
木
材
需
要

に
与
え
る
影
響
を
強
く
懸
念
し
て
お
り

ま
す
。

　
昨
年
の
秋
以
降
、
政
府
・
与
党
も
景

会
　
長
　
　
吉
　
条
　
良
　
明

会
　
長
　
　
並
　
木
　
瑛
　
夫

の
の
、
景
気
後
退
の
影
響
に
よ
る
住
宅

投
資
意
欲
の
減
退
が
大
変
に
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年

の
木
材
業
界
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
十
月
に
「
新
た
な
木
材
利
用

へ
の
挑
戦
で
木
材
産
業
の
再
興
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
全
国
木
材
産

業
振
興
大
会
を
熊
本
市
で
開
催
し
ま
し

た
が
、
そ
の
際
、
緊
急
の
「
特
別
決
議
」

と
し
て
①
木
造
住
宅
等
の
着
工
増
対
策
、

②
林
業
・
木
材
産
業
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
対
策
等
の
実
現
を
採
択
し
、
政
府

・
与
党
等
に
強
力
に
働
き
か
け
を
実
施

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。「
緊
急

総
合
対
策
」
は
既
に
実
施
に
移
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
昨
年
十
月
末
に
は
政
府
・

与
党
等
会
議
で
「
生
活
対
策
」
が
決
定

さ
れ
て
、
こ
れ
に
対
応
し
た
追
加
経
済

対
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
「
生
活
対
策
」
に
は
、
木
材
業
界
が

要
望
し
て
い
る
中
小
企
業
対
策
、
住
宅

の
着
工
増
対
策
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

対
策
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
二

十
一
年
度
政
府
予
算
案
に
計
上
さ
れ
て

い
る
木
材
産
業
総
合
対
策
な
ど
も
含
め
、

そ
の
早
期
実
現
・
実
施
を
強
く
期
待
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
国

等
の
諸
対
策
の
実
施
や
我
々
業
界
の
限

り
な
い
各
種
取
組
努
力
を
通
じ
て
木
材

業
界
の
景
況
回
復
が
図
ら
れ
る
こ
と
を

強
く
念
願
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
我
々
業
界
の
展
望
を
切

り
拓
い
て
い
く
に
は
「
新
た
な
木
材
利

用
へ
の
挑
戦
」
と
「
消
費
者
・
需
要
者

重
視
の
木
材
供
給
・
加
工
体
制
の
整
備
」

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
木
材
利
用
に
関

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
人
々
の
生
活
・

住
空
間
に
木
の
良
さ
を
も
っ
と
活
か
し

て
い
た
だ
く
よ
う
「
木
づ
か
い
運
動
」

を
始
め
様
々
な
取
組
み
に
努
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中

で
、
昨
年
秋
の
国
会
で
成
立
し
た
長
期

優
良
住
宅
関
連
法
で
は
、
国
の
基
本
方

針
で
国
産
材
そ
の
他
の
木
材
を
利
用
し

た
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
が
図
ら
れ
る

よ
う
配
慮
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
明

文
化
さ
れ
る
な
ど
我
々
木
材
業
界
に
と

っ
て
大
変
に
意
義
深
い
動
き
、
制
度
創

設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ

ケ
ッ
ト
に
お
い
て
も
合
法
木
材
の
一
層

の
理
解
促
進
と
実
需
拡
大
、
信
頼
性
の

あ
る
合
法
木
材
供
給
体
制
整
備
の
着
実

な
進
化
に
向
け
て
一
層
努
力
し
て
参
る

考
え
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
全
木
連
の

Ｊ
Ａ
Ｓ
関
係
業
務
は
、
こ
の
三
月
か
ら

は
既
に
発
足
し
て
い
る
「
有
限
責
任
中

間
法
人
全
国
木
材
検
査
・
研
究
協
会
」
に

全
面
的
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
検
査
事
業
に
長
い
間
ご
協
力
・

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
事
業
者
、

関
係
機
関
の
皆
様
方
に
は
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
る
と
と
も
に
、
円
滑
な
移
行

が
で
き
る
よ
う
全
木
連
と
し
て
も
最
大

限
の
努
力
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
供
給
体
制
整
備
に

つ
い
て
は
、
木
材
業
界
に
と
っ
て
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
と
も
、

そ
の
促
進
に
つ
い
て
の
取
組
み
を
進
め

て
参
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
厳
し
い
中
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
も

木
材
業
界
の
未
来
を
切
り
開
く
た
め
の

諸
対
策
の
推
進
に
努
力
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
引
き
続
き

皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
終
わ
り
に
今
年
は
皆
様
方
に
と
っ
て

良
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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労
災
保
険
料
率
を
引
き
下
げ

　　　
年
０９　

与
党
税
制
改
正
大
綱

　
　
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
・

　
　
　
中
小
企
業
法
人
税

　
　
　
　
軽
減
盛
込
む

気
後
退
の
事
態
を
重
く
受
け
止
め
、
中

小
企
業
対
策
や
農
林
漁
業
・
生
活
者
対

策
な
ど
の
平
成
二
十
年
度
補
正
予
算
を

措
置
し
、
加
え
て
追
加
経
済
対
策
を
打

ち
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

全
木
協
連
と
し
ま
し
て
も
、
全
木
連
と

一
体
と
な
っ
て
、
瑕
疵
保
証
制
度
等
へ

の
対
応
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
金
融

・
保
証
等
の
経
営
支
援
対
策
、
追
加
の

経
済
対
策
の
早
期
実
現
及
び
木
材
利
用

や
森
林
吸
収
源
対
策
を
推
進
す
る
た
め

の
平
成
二
十
一
年
度
木
材
関
係
予
算
・

税
制
対
策
の
実
現
な
ど
各
般
の
対
応
に

取
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
追

加
経
済
対
策
の
早
期
実
現
等
を
強
く
念

願
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
我
々
業
界
と
し
て
も
、
木
材
利
用
拡

大
に
向
け
た
不
断
の
挑
戦
と
消
費
者
・

需
要
者
の
視
点
に
立
っ
た
対
策
に
必
死

の
思
い
で
取
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。「
低
炭
素
化
社
会
」

の
実
現
が
社
会
全
体
の
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
木
材
は
そ
れ
に
大

き
く
貢
献
す
る
資
材
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
に
関
連
し
て
①
木
材
の
利
用
効
果
の

具
体
的
表
示
に
つ
な
が
る
「
見
え
る
化
」、

②
森
林
・
林
業
セ
ク
タ
ー
と
企
業
と
の

協
働
が
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
な
る
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
・
国
内
排
出
量
取
引
、

③
木
材
利
用
に
係
る
カ
ー
ボ
ン
ス
ト
ッ

ク
減
税
の
検
討
、
④
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
、
新
た
な
動
き
・
取
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

木
材
の
利
用
拡
大
活
動
の
展
開
に
意
義

深
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
需
要

者
・
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
品
質
・

性
能
が
確
か
な
木
材
を
き
ち
ん
と
供
給

で
き
る
体
制
の
構
築
と
と
も
に
、
新
た

な
木
材
利
用
の
真
正
面
か
ら
の
取
組
み

を
業
界
挙
げ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
さ
て
、
当
会
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
共
済
事
業
・
共
同
事
業
を
組
合
員
、

関
係
者
の
ご
理
解
を
得
て
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
グ
ル
ー
プ
共
済
保
険

に
つ
き
ま
し
て
は
加
入
目
標
を
掲
げ
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
依

然
と
し
て
契
約
件
数
が
減
少
し
て
い
る

状
況
で
す
。
福
利
厚
生
に
資
す
る
共
済

事
業
の
趣
旨
を
改
め
て
ご
理
解
頂
き
、

ご
協
力
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
組
合
員
の
事
業
展
開
の
ご
支
援
の

一
助
と
し
て
、
国
の
補
助
を
受
け
て
、

木
材
加
工
施
設
の
導
入
に
当
た
っ
て
の

利
子
助
成
事
業
や
リ
ー
ス
事
業
、
素
材

生
産
事
業
に
使
用
す
る
高
性
能
林
業
機

械
の
リ
ー
ス
事
業
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

の
取
組
み
推
進
を
図
る
事
業
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
状
況
の
中
で

す
が
、
加
工
施
設
等
の
設
備
投
資
を
進

め
る
際
に
は
、
利
子
助
成
事
業
、
リ
ー

ス
事
業
の
有
効
活
用
を
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　
本
会
と
し
て
も
新
年
を
機
に
、
さ
ら

に
気
を
引
き
締
め
て
、
木
材
業
界
の
発

展
と
組
合
員
の
皆
様
の
繁
栄
を
目
指
し

て
努
力
を
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
会

員
の
皆
様
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
理
解

あ
る
一
層
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　
木
材
・
木
製
品
製
造
業
の
労
災
保
険
料

率
が
、
四
月
一
日
よ
り
引
き
下
げ
ら
れ

る
予
定
。

　
厚
生
労
働
省
が
審
議
会
の
答
申
を
受

け
、
改
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
保
険
料
率
は
三
年
に
一
度
、
見
直
し

が
行
わ
れ
、
木
材
・
木
製
品
製
造
業
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
の
引
き
下
げ

に
次
い
で
連
続
で
の
引
き
下
げ
と
な
る
。

こ
の
間
の
ゼ
ロ
災
推
進
活
動
の
結
果
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

次
回
の
改
定
時
に
向
け
て
さ
ら
な
る
ゼ

ロ
災
推
進
活
動
が
重
要
と
な
る
。

　
今
回
の
改
訂
で
は
、
現
行
の
料
率
千

分
の
十
八
が
三
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
、
千

分
の
十
五
と
な
る
。
こ
れ
を
金
額
で
表

す
と
、
業
界
に
と
っ
て
は
概
ね
年
間
十

五
億
円
の
負
担
軽
減
に
な
る
も
の
と
見

ら
れ
る
。
厳
し
い
経
営
環
境
の
続
く
中
、

朗
報
で
あ
る
。

　
十
一
月
二
十
六
日
に
、
全
木
連
並
木

会
長
も
参
加
し
、
木
材
関
連
の
学
会
・

業
界
の
代
表
者
に
よ
る
「
伐
採
木
材
製

品
の
取
り
扱
い
」
に
関
す
る
円
卓
会
議

が
開
催
さ
れ
、
別
掲
（
四
面
に
掲
載
）

の
提
言
を
と
り
ま
と
め
た
。

　
こ
れ
は
、
京
都
議
定
書
第
一
約
束
期

間
で
は
、
森
林
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
た

二
酸
化
炭
素
は
木
材
伐
出
と
同
時
に
排

出
さ
れ
る
と
見
な
す
方
式
が
採
ら
れ
て

い
る
の
で
、
伐
採
木
材
製
品
に
お
け
る

炭
素
貯
蔵
効
果
が
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。

http://w
w
w
.jw
rs.org/events/

H
W
P
sym
p/

　
▼
　平
成
二
十
一
年
か
ら
二
十
五
年
ま

で
の
間
に
借
入
れ
る
、
住
宅
ロ
ー
ン
借

入
残
高
の
一
・
〇
％
を
所
得
税
額
か
ら

十
年
間
控
除
。
一
般
住
宅
で
は
最
高
五

百
万
円
（
二
十
一
年
、
二
十
二
年
に
ロ

ー
ン
を
組
ん
だ
場
合
、
年
五
十
万
円
を

十
年
間
控
除
す
る
）。

　
▼
中
小
法
人
等
の
所
得
の
う
ち
年
八

百
万
円
以
下
の
金
額
に
対
す
る
法
人
税

の
軽
減
税
率
を
二
年
間
に
限
り
二
十
二

％
か
ら
十
八
％
に
引
き
下
げ
る
。

　
　
　
　
概
ね
　　
億
円
の
負
担
軽
減

１５

そ
こ
で
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
減

ら
す
た
め
に
は
、
森
林
資
源
の
蓄
積
を

増
す
と
と
も
に
、
伐
採
さ
れ
た
木
材
の

長
期
使
用
、
木
造
建
築
物
な
ど
木
材
製

品
中
の
炭
素
蓄
積
量
を
増
や
す
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
国
民
を
は
じ

め
広
く
関
係
者
に
知
ら
せ
、
伐
採
木
材

製
品
の
評
価
手
法
を
見
直
す
こ
と
を
訴

え
た
も
の
。

　
な
お
、詳
し
く
は
、木
材
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ　
　
　
　
　
　　を
参
照
さ
れ
た
い
。

　伐
採
後
の
木
材
製
品
の
炭
素
貯
蔵

　
　効
果
に
つ
い
て
円
卓
会
議
が
提
言



林業・木材産業事業者の方々に必要な事業資金の債務保証を行います 林業・木材産業事業者の方々に必要な事業資金の債務保証を行います 

お役に立ちます 
林業・木材産業信用保証 

　私どもは昭和38年創立以来、林業・木 
材産業を専門に信用保証を行う公的機関 
です 

（対象業種） 
造林・育林 
素材生産 

木材・木製品製造 
薪炭生産 

林業種苗生産 
きのこ生産 
木材卸売 

独立行政法人 農林漁業信用基金（林業部門） 
〒101-8506　東京都千代田区内神田1丁目1番12号（コープビル11階） 
TEL 03（3294）5581　FAX 03（3294）5595　URL  www.affcf.com
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景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

平成21年1月25日（日曜日） （第610号）（第三種郵便物認可）

平成20年11月26日
「伐採木材製品の取り扱い」に関する円卓会議

座　長　　服　部　順　昭

私たちは、気候変動枠組み条約における「伐採木材
製品の取り扱い」に関する議論の進展に関心を持ち、
円卓会議を開催してきました。その結果、温暖化対
策を目的とした木材利用促進という立場から、以下
のように考えました。
京都議定書第一約束期間（2008年～2012年）では、
森林によって吸収された二酸化炭素は木材伐出と同
時に排出されると見なすデフォルト法が採用されて
おり、ここでは、伐採木材製品における炭素貯蔵効
果が評価されていません。
大気中の二酸化炭素を減らすためには、健全な森林
資源の蓄積を世界的に増やし、伐採された木材の長
期使用や材料リサイクルの拡大によって、木造建築
物、木質建材、紙など木材関連製品中の炭素蓄積量
を増やすことが必要です。また、省エネルギー的な
木材製品への代替、木質バイオマスエネルギー利用
の適切な推進によって、化石燃料の消費を減らすこ
とも有効です。(中略）
そのため、私たちは、(中略）現行の勘定方法は見直さ
れるべきであると考えます。(中略）
これらの内容を国民の皆様にお知らせするとともに、
気候変動枠組条約締結国会議の特別作業部会AWG-K
Pおよび次期枠組み交渉担当者である政府機関に配慮
いただくよう提言いたします。

環境・経済・社会的に持続可能な木材利用の推進を
目指して
ポスト京都議定書における「伐採木材製品の取り扱
い」について

提言書
20年12月分集計表

モニター数135　　回答数95　　回収率70％

モニター数149　　回答数113　　回収率76％

増加12％（11）
増加12％（11）
上昇　0％（　0）
上昇　4％（　4）

増加　6％（　6）
増加　5％（　5）
上昇　2％（　2）
上昇　4％（　4）

強　含　み
　2％（　2）
　4％（　3）
16％（13）
　2％（　2）
　4％（　3）

増　　加
　7％（　6）

保ち合い
53％（45）
71％（57）
62％（51）
73％（64）
50％（40）

変わらず
89％（81）

減少55％（52）
減少60％（57）
下降21％（20）
下降26％（25）

減少57％（54）
減少59％（56）
下降25％（24）
下降34％（32）

弱　含　み
45％（39）
25％（20）
22％（18）
25％（22）
46％（37）

減　　少
　4％（　4）

変わらず33％（32）
変わらず28％（27）
変わらず79％（75）
変わらず70％（66）

変わらず37％（35）

変わらず73％（69）
変わらず62％（59）

変わらず43％（48）
変わらず52％（59）
変わらず78％（89）
変わらず66％（74）

変わらず26％（30）
変わらず37％（41）
変わらず71％（80）
変わらず66％（74）

増加14％（16）
増加16％（18）
上昇　3％（　3）
上昇14％（16）

増加　4％（　4）
増加　6％（　7）
上昇　1％（　1）
上昇　5％（　6）

強　含　み
　6％（　3）
　3％（　1）
　9％（　4）
　3％（　3）

1ヵ月以内
84％（16）

保ち合い
52％（28）
72％（29）
50％（23）
50％（46）

1ヵ月
16％（　3）

減少43％（49）
減少32％（36）
下降19％（21）
下降20％（22）

減少70％（79）
減少57％（64）
下降28％（31）
下降29％（32）

弱　含　み
42％（22）
25％（10）
41％（19）
47％（43）

1ヵ月以上
　0％（　0）

変わらず36％（34）




